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様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 66ha

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

●

栃木県

平成21年度～25年度 交付対象事業費

当初計画
から

削除した
事業 ・地域創造支援事業（交流農園）

影響なし

塩谷町 地区名市町村名

・高質空間形成施設へ移行したため事業を削除
・地域住宅計画に基づく事業へ移行したため事業を削除

平成25年度

削除/追加の理由

事後評価実施時期

・地域生活基盤施設（休憩トイレ）
・公営住宅等整備（船生町営住宅）

船生上桜地区

588百万円 国費率

指標1

750 H25

数　　値

回/年 312

5,212 －

－

フォローアップ
予定時期

○

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

町道や地域交流館等のハード面の整備、施
設利用促進イベントなどのソフト面の施策に
より地域活性化によるにぎわいの再生を図
るイベント参加者が増加した。

町道の拡幅と地域情報案内スペース及び
会議室等を備えた地域交流館、芝生広場、
休憩トイレ等の整備により、地域交流施設
の利用回数が増加した。

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

指　標
従前値 目標値

地域交流施設利用回数

H25

地区内イベントの参加人数 人/年 250

200

 １）事業の実施状況

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

・道路（町道清水宮本線，町道船生学校線，町道新谷川村線）　・地域生活基盤施設（芝生広場，案内板）
・高次都市施設（地域交流館）

･地域創造支援事業（旧船生中学校解体除却）
・事業活用調査（今後のまちづくり検討調査）
・まちづくり活動推進事業（地域交流施設利用促進イベント）

無し

新たに追加し
た事業

影響なし

－

影響なし

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響事業名

交付期間
の変更

平成21年度 ～ 平成25年度

・地域生活基盤施設（備蓄倉庫）
・高質空間形成施設（休憩トイレ）

・地域の防災性を向上させるため事業を追加
・地域生活基盤施設から移行のため事業を追加

・事業内容の見直しにより削除

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

○H20

H20 300 H25

95

指標２

指標４

80指標３ 町営住宅入居率 ○
町道３路線の拡幅整備とともにRC造２階建
て24戸の町営住宅船生団地が整備されたこ
とにより良好な住環境の整備が図られた。

平成26年5月95％ H20

数　　値 目標
達成度※１

83

 ５）実施過程の評価

実施内容 実施状況

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

事業の進捗状況及び効果の発現状況を把握し、評価を実施する。 都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載し、実施できた

フォローアップ
予定時期

地域交流館の整備に伴う効果として、来訪
者に対してアンケート調査を実施した結果、
回答者の８割以上が「良い」と回答した。

－

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値

その他の
数値指標1

施設利用者の満足度 ％

各種関係団体と連携し、地域が主体となった管理・運営

随時、連携組織と協議・意見交換を図りながら計画の管理を進め
ていく

事業完了後も行政が必要な支援を行いながらも、地域の施設であるとの
認識を向上させ、地域主体の管理運営形態を強化していく。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた
施設整備計画から引き続き施設運営に参加していただき、地域活性化に
向けた取り組みを強化し、地域コミュニティの維持向上に繋げていく。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

旧船生中学校跡地には、老朽化した校舎･体育館・プール等の建築物が残存していたことから犯罪の恐れがあったが、解体除却されたことにより防犯面の安全性が確保された。

今後の対応方針等

その他の
数値指標２

モニタリング



様式２－２　地区の概要

単位：回/年 200 H20 300 H25 312 H25

単位：人/年 250 H20 750 H25 5,212 H25

単位：％ 80 H20 95 H25 95 H25

船生上桜地区（栃木県塩谷町）　都市再生整備計画の成果概要

従前値

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・やすらぎとふれあいの空間を創出し地域内外の交流を図る地域交流館の利用をさらに促進していく。
・施設利用者の更なる満足度を高めるため、ハード・ソフト両面の施策充実を進め、地域活性化によるにぎわいの再生を図るイベントを継続的に実施していく。
・今後も安全・安心で快適な住環境の形成を図り、若年世帯と高齢者世帯の双方に対応した良好な住環境の形成を図っていく。
・芝生広場等の活用により、災害時等の救急・救助活動に必要な緊急離着陸場を確保するとともに、更なる地域防災機能の充実が図られるよう、災害に強い都市基盤の整備を進めていく。

まちの課題の変化

・町道清水宮本線、船生学校線、新谷川村線の整備により、　車道幅員の狭小区間が解消され道路の安全性が向上し、交流拠点へのアクセス道路として利便性が向上した。
・地域交流館が完成したことにより、地域コミュニティの維持・向上が図られ、さらに道の駅の認定がなされたことにより、地域内外の来訪者の誘導及び滞在が促進された。
・交流空間の創出により、伝統文化の維持保存や地域が生んだ著名人の資料展示、地域住民の多様なまちづくり活動が展開され、にぎわいとふれあいのまちづくりが推進されている。
・町営住宅の整備により、地域のにぎわいが生まれ住民の定住化及び、安全・安心で良好な住環境の形成が図られつつある。

目標値 評価値

大目標　　緑豊かな自然環境及び活力ある地域資源を活かした新たな拠点整備によるにぎわいとふれあいの
　　　　　　 あるまちづくり
　目標１　世代間交流の促進を図る新たな交流拠点の形成を図り、地域コミュニティの維持・向上及び地域
　　　　　　活性化によるにぎわいの再生
　目標２　地域内外の交流を活発化させる交流空間の創出を図り、来町者・来訪者の誘導・滞在の促進
　目標３　安全・安心で快適な暮らしが可能で良好な住環境の形成を図り、地域内住民の定住化促進

町営住宅入居率

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

地区内イベントの参加人数

地域交流施設利用回数

N

国道４６１号船生バイパス

基幹事業

提案事業

関連事業

□提案事業 地域創造支援事業

旧船生中学校解体除却

■基幹事業 高質空間形成施設
休憩トイレ Ａ=100㎡

■基幹事業 道路

町道船生学校線
道路改築 Ｌ=700ｍ

■基幹事業 道路
町道新谷川村線
道路改築 Ｌ=230ｍ

○関連事業（県工事）

国道461号道路休憩施設

（H24開設）
■基幹事業 地域生活基盤施設
案内板 2基

○関連事業（県工事）

国道461号船生バイパス

（H21開通）

○関連事業（町工事）

地域特産品販売施設

■基幹事業 地域生活基盤施設
芝生広場 Ａ=6,000㎡

■基幹事業 地域生活基盤施設
備蓄倉庫 1棟

○関連事業（町工事）
公営住宅整備事業
町営住宅船生団地 RC造 24戸

□提案事業

まちづくり活動推進事業

地域交流施設利用促進イベント

□提案事業 事業活用調査

今後のまちづくり検討調査

旧船生
中学校

旧船生公民館

町営住宅

船生団地

■基幹事業 道路
町道清水宮本線
道路改築 Ｌ=150ｍ
道路休憩施設

■基幹事業 高次都市施設
地域交流館
S造平屋建て Ａ=540㎡

凡 例
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